
 

 

 

 運行管理者は、運転者の乗務実態を正しく把握して過労防止や過積載の防止など、安全運行を

確保するため、また、運行管理上の資料として活用するため、運転者に乗務記録(いわゆる運転日

報)を記録させ、これを 1年間保存しなければなりません。 

 また、運行管理者は乗務員の過労を防止するため、国土交通省が運転者の勤務時間及び乗務時

間を定める場合の基準として告示した「自動車運転者の労働時間等を改善するための基準(平成

13 年 8 月 20 日/第 1366 号)」にもとづき、乗務割当及び乗務調整を行わなければなりません。 

 なお、運転日報および運行記録計による記録（国交省認定のデジタル式に限る。）、運行指示書

については、書面による作成・保存に代えて、電磁的記録による作成・保存も認められています。

（平成 30年 3月 30日規則改正） 

 

 

 

乗務記録（運転日報）には、下記の事項をもれなく記載しなければなりません。 

 ①運転者の氏名 

 ②運転者の乗務に係る事業用自動車の登録番号又はその他の当該事業用自動車を識別できる表 

  示 

 ③乗務の開始及び終了の地点及び目時、並びに主な経過地点及び乗務距離 

 ④運転を交替した場合にあっては、その地点及び日時 

 ⑤休憩、仮眠をした場合にあっては、その地点及び日時 

 ⑥車両総重量 8トン以上又は最人積載量 5トン以上の自動車にあっては、貨物の積載状況 

 ⑦車両総重量 8トン以上又は最人積載量 5トン以上の自動車にあっては、荷主都合により集荷 

又は配達を行った地点で待機した場合、次の事項 

・集荷地点等 

・集荷地点等への到着の日時を荷主から指定された場合にあっては当該日時 

・集荷地点等に到着した日時 

・集荷地点等における荷積み又は荷卸しの開始及び終了の日時 

・集荷地点等で、貨物の荷造り、仕分その他の貨物運送事業に付帯する業務を実施した場合 

にあっては、付帯業務の開始及び終了の日時 

※ただし、荷主の都合により待機した時間の合計が 30分未満の場合は記録不要 

⑧車両総重量 8トン以上又は最大積載量 5トン以上の自動車に乗務した場合にあっては、次の 

事項 

・集荷地点等 

・集荷地点等における積込み又は取卸しの開始及び終了の時間 

・集荷地点等において、自社が貨物の荷造り、仕分その他の付帯する業務を実施した場合に 

 あっては、その業務の開始及び終了の時間 

  ・当該業務に対する荷主の確認、または荷主の確認ができなかった場合はその旨 

※荷主との契約書に荷役作業・付帯作業のすべてが明記されている場合にあっては、１時間 

未満の作業については記録不要 

 

運 転 日 報（ 乗 務 記 録 ） 

１．乗務記録の記載事項 



 ⑨事故又は著しい運行の遅延その他異常な状態が発生した場合にあっては、その概要と原因 

 ⑩運行途中において新たに運行指示書による指示があった場合はその内容 

 

 

 

Ａ．乗務等の記録は、乗務員の乗務の実態を正確に把握することを目的とするものですから、次 

 の要領で記録し、過労の防止及び過積載による運行の防止等業務の適正化の資料として十分活 

 用することが必要です。 
 

①車両総重量が 8トン以上又は最大積載量が 5トン以上の普通白動車である事業用白動車に 

 乗務した場合にあっては、貨物の積載状況の記録を義務付けて（前記⑥項）いますが、 

 これは過積載による運送の有無を判断するために記録するものですので、貨物の重量又は 

 個数、貨物の荷台等への積付状況等を可能な限り詳細に記録させることが必要です。 
 

 ※上記によらない場合でも、積載状況（過積載や偏荷重、積載物の個縛状況等）の良・否 

  について、良好であれば積込みの都度、「○（もしくは良等）」を必ず記載しなければな 

  りません。 
 

②「休憩、仮眠をした場合にあっては、その地点及び日時」は、運行記録計を使用している 

 車両の場合は、チャート紙上の休憩・仮眠した該当箇所に「休憩（もしくは仮眠）」との 

 表示と「場所」を記入することで運転日報への記載に代えても構いません。 

③運行記録計非搭載車は、運転日報に所定欄を作り「休憩時間と場所」を記録できるように 

 して下さい。印刷が間に合わない場合は、ゴム印枠を作って押印することでも構いません。 

 

 

 

 

 

 

④10 分未満の休憩については、その記録を省略して差し支えありません。 

⑤輸送安全規則第 3条第 8項（特別積合せ貨物運送の運行に関わる事項)に規定する乗務の 

 基準に定められた通り運行した場合には、乗務基準どおりに運行した旨記録し処理するこ 

 ととして差し支えありません。 

⑥デジタル式運行記録計を使用している場合においても、パッドから「休憩・休息」、およ 

 び「積載状況」の入力をもれなく行うよう指導して下さい。 

⑦荷主都合により集荷又は配達を行った場所で、「荷主都合により待機」した場合の記録は、

その合計時間が「30 分未満」の場合は記録しなくて差し支えありません。 
 

 

Ｂ．「その他の当該事業用自動車を識別できる表示（１項第②項）」とは、事業者が定めた当該事 

 業用自動車の「車番又は車号等」をいいます。 

Ｃ．「日時（１項第⑤項）」とは、休憩又は睡眠若しくは仮眠を開始した日時及び終了した目時を 

 いいます。 

Ｄ．「運行途中において新たに運行指示書による指示があった場合はその内容（1項第⑧項）」と 

 は、いわゆる日帰り運行から２泊３目運行に変更となった場合は、当該運転者は営業所を出発 

２．乗務記録の記載要領 

区分 場　所

休憩 ： ～ ：

休憩 ： ～ ：

休憩 ： ～ ：

仮眠 ： ～ ：

時　　　間【記入枠の例】 



 するとき運行指示書を携行していないため、運行管理者が新たに作成した運行指示書及びこれ 

 による指示の内容を乗務等の記録において当該運転者に記録させるものです。 

 

 

 

【表面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【裏面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．乗務記録（運転日報）の様式（例） 
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◎貨物の重量または貨物の個数、貨物の荷台等への積載状況を可能な限り詳細に記録すること。
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 運行記録計の装着が義務付けられている車両は、乗務後点呼等において運行状態の分析を行い、

乗務員の指導に活用します。なお、アナログ式運行記録計の場合、使用する用紙（チャート紙）

は、必ず当該運行記録計に適合した用紙を使用します。適合しない用紙を使用するとチャートが

正確に記録されませんので注意が必要です。 

 なお、デジタル式運行記録計（国土交通大臣が行う型式認定を受けたものに限る。）を使用する

場合おいては、書面による記録・保存に代えて、電磁的方法による記録・保存を行うことができ

ます。 

 

Ａ．運行記録計の装着が義務付けられている車両 

 ①車両総重量が７トン以上又は最大積載量が４トン以上の普通自動車である事業用自動車 

 ②車両総重量が７トン以上又は最大積載量が４トン以上の被けん引自動車をけん引するけん引 

  自動車 

 ③特別積合せ貨物運送に係る運行系統に配置する事業用自動車（運行車） 

Ｂ．運行記録計の活用方法 

 ①運行記録計により運行状態の分析を行い、乗務員の指導に活用します。 

 ②運行記録計と乗務記録（運転日報）を確認しながら、速度、距離、時間、及び休憩等に無理 

  がないかどうかを調べ、必要に応じて指導をします。指導した内容は、記録用紙に赤ペンな 

  どで記入し明確にしておくとともに、運行管理者の押印をしておきます。 

 ③制限速度を超えた者、運行速度にムラがある者、連続運転時間を超過した者等については、 

  注意します。注意・指導した内容は、記録用紙に記入するとともに、運行管理者の押印をし 

  ておきます。 

 ④運行記録計の装着義務付け車両で、高速道路における制限速度を超えた者については、速度 

  抑制装置に問題が生じているおそれがあるので、運転者と車両のチェックを行います。 

 ⑤過労運転を防止するために、拘束時間の点検と休息期間が適切であるかチェックを行います。 

Ｃ．記録用紙の主なチェックポイント 

 ①速度記録のチェック 

  ・制限速度を超過していないか。 

  ・等速運転をしているか。 

  ・急加速や急減速等がないか。 

  ・いつもと異なる走行をしていないか。 

 ②運行時間のチェック 

  ・運転時間は２日を平均し、１日当たり９時間を超えていないか。 

  ・４時間を超える連続運転をしていないか。 

  ・運転者の休憩時間等の取り方は適切か。 

  ・運転者の交替時間は適切か。 

 ③運行距離のチェック 

  ・運行計画外への運行をしていないか。 

 

 

 

４．運行記録計（運行記録計）による記録と活用 



   【指導事項記入例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年間です。 

 

 

 

 ○貨物自動車運送事業輸送安全規則第 8条（乗務等の記録） 

 ○貨物自動車運送事業輸送安全規則の解釈及び運用について（国自総第 510 号、国自貨第 118 

  号、国自整第 211 号／平成 15年 3月 10 日施行/令和元年 6月 15日改正） 

 

[長野県貨物自動車運送適正化事業実施機関作成] 

５．保存期間 

 根拠法令 


